


カスタマイズ栄養弁当プロジェクト

利用者に対して、食事や健康について困っていることや興味のあること、

好みについてお話を伺いし、一人一人に寄り添ったお弁当を作成し、継続

的に宅配・提供する。

また、「食」を通して、孫世代である私達とのコミュニケーションを取

り、多世代交流することで、健康で活気ある生活を送っていただけるよう

なきっかけを提供する。



活動の概要

〇調理場所：～11月 旧堀和平邸

12月～ FLCB（総社市役所前）

〇配達場所：調理場所から車で15分圏内

〇活動回数： 13回

→コロナ等により回数減少

〇利用者：５人予定→8人



タイムマネジメント

５月 ６月~令和4年3月

◎利用者募集チラシの作成
◎利用者アンケートの作成
◎ニーズ調査(4/12~4/25)
◎ニーズ調査の分析

◎利用者募集(5/1~5/23)
◎利用者決定
◎利用者説明会
◎アンケート分析
◎初回お弁当献立作成

◎お弁当宅配
◎ヒアリング
◎中間報告(10月)

４月

ニーズ調査・広報活動について 利用者の参加方法について

市役所・社会福祉協議会の方々にニーズ調査
→広報誌・公民館・総社駅・図書館などの人が
集まる施設で資料配布

ニーズ調査に基づき、下記を利用した。
・Gmail
・電話
・LINE（利用決定後の連絡手段として）



当日の流れ
7:30 スーパーで買い出し＋

旧堀和平邸から荷物持ち出し
8:00 FLCB到着
8:30 調理開始

11:30 調理完了・配達準備
12:00 配達開始
13:00 配達終了
13:30 昼食
14:00 次回に向けたミーティング
15:00 終了

当日までの作業

①献立決定

②栄養価計算

③試作
④全体買い出しリスト
⑤野菜、肉・魚の発注
⑥利用者様連絡、配布資料

お弁当宅配スケジュール



お弁当の例～10月2日配達～

魚×味噌
酸味を活かした

味付け

食塩控えめ
×

高たんぱく質

低脂質
×

大豆製品使用

低カロリー
×

高たんぱく質



配布物

・献立内容とポイント紹介

・レシピ紹介

・なぞなぞ

・アンケート



実際のカスタマイズ例
〇対象者

70代 男性

好きな食べ物：大豆、大豆製品→献立に組み込む

健康・食に関心がある→献立のポイント説明、レシピ紹介

〇ポイント

食塩控えめ、野菜多め、彩り重視

〇アンケートからの改善点

・ごはんの量

・好きな食べ物の傾向把握 等



学生団体はっぴーすたんど

岡山県立大学の社会福祉士の卵が運営する団体。
山田地区の高齢者の方のお家に伺い、日常生活での
お困りごとなどを聞き出し 解決するための橋渡しに
なるための活動を行っている。

地産地消への取り組み
・野菜畑クムレ(就労継続支援B型事業所)
・グリーンファーム(就労継続支援A型事業所)
・ねこ農園
・地食べ公社

地域連携

お弁当に使用する野菜の購入
長期休暇を利用したボランティア活動



事業の成果

・最終８名の利用者にお弁当を宅配

→お弁当配達の中で更なるニーズを確認

・新たなニーズ

ーさらにご高齢の方のほうが求めている

開始前：65～70歳をペルソナ

開始後：90歳以上も利用

ー普段食べられない味付けの提供

・同じ味ばかりは飽きてしまう

・自分で作らない味付けが楽しみ



気づいたこと・感想

・初めは利用してくださる方の人数を予想できなかった
→利用者の方の増加から、求めている人はいると感じた

・毎回異なる献立を作成するため、スケジュールがタイト
→利用者の方の喜んでくださる声
→メンバーのモチベーションの維持
（やりがい、楽しさ、よりカスタマイズしたお弁当をお届けしたい）

・利用者の方々との交流
→大学で学ぶ栄養や福祉などの知識を使って、地域に貢献する
（”TAMAGO”の団体目標）



利用者の声

美味しい食事で
元気になります。

薄味に感じたが
美味しかった。

家の食事の味付けが濃い
のだと感じた。

さんまの南蛮漬けが
とても美味しかった。

いつも楽しみに
待ってるよー！



今後の課題と今年度に向けて

➀コストが高い

・調理場所の変更での調味料の買い直し

・栄養価を考慮するため、

野菜の使用量が多く原材料費高い

・コロナ対策用品

②少量調理での廃棄

・１人１人の希望にあった

献立の作成による少量調理

③調理・宅配部分での人手不足

・利用者数の増加

お弁当パターンの作成

地域連携
・

ボランティア募集



ご清聴ありがとうございました！


